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プロフィール

BIPROGY株式会社（旧 日本ユニシス株式会社）

市場開発本部 データ＆AI開発部

スペシャリスト 河合 俊典

著書

『ビジネス課題の発見と解決を導く─データ分析 成功のセオリー』

（リックテレコム、2025年4月刊行）

2008年〜2018年

システムエンジニアとして、システム開発を通じて様々な現場業務を経験

2019年〜現在

データサイエンティストとして、データ・AI活用のサービスを担当

⇒現場業務視点と技術視点の両方を持ち、その架け橋となるデータサイエンティスト

（＝ビジネストランスレーター）として活動中

https://www.ric.co.jp/book/data-sience/detail/2946
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ご注意

注：
本日お話しする内容は個人の見解であり
所属する組織を代表するものではありません
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本セミナーのゴール

・”ビジネスシーンにおいて”
データ分析やAIは何の役に立つのか？
を端的に説明できるようになる

・ビジネストランスレーターの重要性を
理解する
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１．ビジネストランスレーターとは？
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What’s ビジネストランスレーター？

ビジネストランスレーター
－お客様の課題やビジネス状況に応じた最適なデータ

活用手法を選択できる人材
－現場とデータサイエンティストの橋渡しをする人材

注：昨今の経産省の定義だと「データビジネスストラテジスト」とも呼ばれる

経営者・現場担当者 データサイエンティスト

ビジネス
トランスレーター
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ビジネストランスレーターの重要性

昨今、このビジネストランスレーターが
非常に重要と叫ばれている

これはなぜか？
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想像してみてください

あなたは街中のあるコンビニの店長です。
部下からデータ分析結果の報告がありました。
この結果を見てどう思いますか？

店舗の売上向上施策の検討
⇒店舗前にある道路の車の交通量が多い日ほど

売上が大きくなると分かりました！
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想像してみてください

あなたは街中のあるコンビニの店長です。
部下からデータ分析結果の報告がありました。
この結果を見てどう思いますか？

店舗の売上向上施策の検討
⇒店舗前にある道路の車の交通量が多い日ほど

売上が大きくなると分かりました！

店長

いやいや、店の前の
車の交通量なんて

変えられないよ。。。
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データサイエンス業界での昨今の課題

データ分析ができる ≠ ビジネスに役立つ
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データサイエンス業界での昨今の課題

出典：一般社団法人データサイエンティスト協会(2022)
「データサイエンティストの採用に関するアンケート」

「データ分析ができる！」
ではなく、
ビジネス課題解決を得意とす
る人材への需要が高い

採用したいということは、
企業内でそういう人材が
現状足りていないということ
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なぜビジネス課題解決人材が足りていないか？

（マイホーム購入の際のアナロジーを使って・・・）

・マイホーム購入者は大工さんと会話する！？
⇒しない

・購入者は設計士と会話する→設計士は図面で大工さんに伝える
⇒家を建てる時には必ず設計士が必須

マイホーム購入者
ニーズや要望はあるが
設計図は描けない

大工さん
設計図さえあれば家を作れる

設計士
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なぜビジネス課題解決人材が足りていないか？

経営者・現場担当者
ビジネス課題をよく知る
（でも分析やAIはよく分からない）

データサイエンティスト
分析手法やAI技術に詳しい
（でもAIで解くべきビジネス

課題を知らない）

ビジネス
トランスレーター

PythonだAIだの、ずっと
いわば大工を育成してきた

DS業界では設計士にあたる
人材を育成してこなかった
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なぜビジネス課題解決人材が足りていないか？

データ
エンジニアリング

力

データサイエンス
力

ビジネス
力

情報処理、人工知能、
統計学などの情報科学系の
知恵を理解し、使う力

データサイエンスを
意味のある形に使えるようにし、
実装、運用できるようにする力

課題背景を理解した上で、
ビジネス課題を整理し、
解決する力

データサイエンティストに求められるスキルセット

「ビジネス力」の
教育が十分でなかった

図の出典：一般社団法人データサイエンティスト協会
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スキルチェックリストの読み解き

データサイエンティスト協会の
データサイエンティストスキルチェックリスト

出典：一般社団法人データサイエンティスト協会
2023年度版「データサイエンティスト スキルチェックリストver.5」

「ビジネス力」の
スキルチェックリストまで
公開しているのに・・・
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スキルチェックリストの読み解き

データサイエンティストスキルチェックリストより

＜データサイエンス力＞

・MSE（Mean Square Error）、MAE（Mean Absolute Error）
といった評価尺度を理解し、精度を評価できる

＜データエンジニアリング力＞

・数十万レコードのデータに対して、NULL値や想定外・範囲外の

データを持つレコードを取り除く、または既定値に変換できる

データサイエンス力、データエンジニアリング力については、

具体的に何を身に付けるべきなのかイメージしやすい

データ
エンジニアリング

力

データサイエンス
力

ビジネス
力
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スキルチェックリストの読み解き

データサイエンティストスキルチェックリストより

データ
エンジニアリング

力

データサイエンス
力

ビジネス
力

＜ビジネス力＞

・作業ありきではなく、本質的な問題（イシュー）ありきで行動

できる

・主に担当する事業領域であれば、取り扱う課題領域に対して

基本的な課題の枠組みが理解できる（調達活動の5フォースで

の整理、CRM課題のRFMでの整理など）

・一般的な収益方程式に加え、自らが担当する業務の主要な変数

（KPI）を理解している

ビジネス力については、

具体的に何を身に付けるべきなのか、このチェックリストの

文言だけだとちょっとイメージしづらい・・・
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この課題意識から本書を執筆

注：
本書に記載の内容は著者個人の見解であり
所属する組織を代表するものではありません

著書

『ビジネス課題の発見と解決を導く─データ分析 成功のセオリー』

（リックテレコム、2025年4月刊行）

本日は、著書の中に記載してあることとないこと
の半々くらいでお話しします

https://www.ric.co.jp/book/data-sience/detail/2946
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２．データ分析・AIとは何ができるのか？
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データ分析・AIとは何ができるのか？

改めてこういう質問されたときに

答えられますか？

ECサイトの
レコメンドエンジン

画像認識
（不良品識別）

パレート分析

端的に言うと・・・？

抽象化すると・・・？
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データ分析・AIとは何ができるのか？

これを端的に言えないと、

「コンピュータ革命」の時と同じ轍を踏む

導入した企業の

命運が分かれる

こんぴゅーた
なるものを導入したら
会社の業績が上がる
らしい・・・

商用コンピュータ開発

（1951年 UNIVAC）

導入で業績

アップした企業

導入で成果が

出ない企業
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コンピュータ革命で業績アップした企業

コンピュータの使いどころ（＝何の役に
立つのか？）をよく理解していた

ルールが定型化された
同じ処理を何度も
繰り返す業務部分を
人間の代わりに
コンピュータに任せる
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コンピューター革命で成果が出ない企業

とりあえず”こんぴゅーた”
なるものを導入してみただけ

コレ、
どう使うの？

なんか
四則演算が
できるらしいです

運用維持コストだけかかり続ける・・・

©2025 Toshinori Kawai  All Rights Reserved.                                                                                  22



データ分析・AIで成果が出ない企業

とりあえず”データ分析基盤”や“分析ツール”
なるものを導入してみただけ

コレ、
どう使うの？

なんか
いろんなグラフが
作れるらしいです

運用維持コストだけかかり続ける・・・

なんか
AIエンジンが
入ってるらしいです
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データ分析・AIで業績アップした企業

データ分析・AIの使いどころ（＝何の役に
立つのか？）をよく理解している！

知っている人は
知っている！
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データ分析・AIとは何ができるのか？

データ分析・AIとは何ができるのか？

をちゃんと知ろう！

導入した企業の

命運が分かれる

データ分析やAI
なるものを導入したら
会社の業績が上がる
らしい・・・

ビッグデータブーム

第3次AIブーム

生成AIブーム

導入で業績

アップした企業

導入で成果が

出ない企業
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データ分析・AIでできること

データ分析・AIできること

まず大きく２パターン

パターン１：
業務の自動化
(=コンピュータ革命の延長)

パターン２：
意思決定の高度化
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パターン１：業務の自動化

ルールが”定型化された”
同じ処理を何度も
繰り返す業務部分を
人間の代わりに
コンピュータに任せる

品質検査業務

製造品
搬入

検査
出荷

As-Is

To-Be

例：製造業での品質検査業務
→画像認識（不良品識別）

パターン１：
業務の自動化
(=コンピュータ革命の延長)

パターン２：
意思決定の高度化

NG破棄

製造品
搬入

検査
出荷

NG破棄

識別ルールはあったが
暗黙知だった

暗黙知だった
識別ルールを
AIモデルで再現

※「ECサイトのレコメンドエンジン」
なんかもこのパターン
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パターン１：業務の自動化 パターン１：
業務の自動化
(=コンピュータ革命の延長)

パターン２：
意思決定の高度化

例２：賃貸サイトの室内紹介写真の自動分類

＜写真自動分類の特徴＞
・課題：

室内写真をキッチン・リビング等に分類したいが
物件が大量にあり、作業コストがかかっている

・いろんなパターンのキッチンやリビングが存在するが、
人間だとなぜかうまく分類できていた（＝分類ルールが暗黙知）

・この暗黙知だった分類ルールをAIモデルで再現
⇒AIの分類結果の最終チェックだけ人間がすればよくなり、
コスト削減（人件費削減）に寄与
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パターン１：業務の自動化 パターン１：
業務の自動化
(=コンピュータ革命の延長)

パターン２：
意思決定の高度化

パターン１：
業務の自動化
(=コンピュータ革命の延長)

Point：パターン１におけるAIの使いどころ
いまだに人間が日常的に何度も同じ業務を繰り返しているところ。
特に非構造データ（＝画像、動画、音声、文章、など）を扱う
業務領域でそういうシーンが多く残っている。
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パターン２：意思決定の高度化 パターン１：
業務の自動化
(=コンピュータ革命の延長)

パターン２：
意思決定の高度化

例：商品売上不振の対策

毎日は行わないような
非定型な業務

決まった
“業務”プロセスは

無い

⇒ただし、王道の
分析プロセスはある
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問題・機会特定
（現状把握型分析）

課題特定
（仮説検証型分析）
（仮説探索型分析）

解決策の検討
（検討時の根拠を
作るための分析）

解決策の効果検証

◼ 現状を可視化（現状把握）し、

関係者間で共通認識を持って

議論できる土台を作る

◼ あるべき姿（思い描く理想の

姿）と現状のギャップがあると

ころを見つけ、問題（or機会）

として定義

◼ 仮説検証型と仮説探索型のハ

イブリッドで、なぜ問題or機会

が発生しているのかのメカニ

ズムを解き明かす

◼ （仮説検証型）なぜ想定と異な

るのかの仮説を関係者と一緒

に議論し、その仮説が正しいか

を分析にて検証

◼ （仮説探索型）網羅的にデータ

を眺め、問題or機会となって

いるメカニズムと思われる部

分を分析にて特定

◼ 特定できたメカニズムに沿っ

た解決策を関係者とともに検

討（注：必ずしもAIを用いた解

決策でなくてもよい）

◼ 解決策の根拠や優先度を決め

るための分析

◼ 解決策の効果検証をできるよ

うにするためのデータ取得の

仕組みを併せて検討

◼ 解決策の実施による効果を定

量的に算出

◼ うまく行った場合もうまく行

かなかった場合も、そのメカニ

ズムを解き明かし、知見として

次の解決策に活かす

解決策の
決定と
実行

次の施策へのフィードバック

パターン２：意思決定の高度化 パターン１：
業務の自動化
(=コンピュータ革命の延長)

パターン２：
意思決定の高度化
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パターン２：意思決定の高度化

問題・機会特定（現状把握型分析）

•やること：
現状を知る。まずはとにかく可視化！
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パターン２：意思決定の高度化

問題・機会特定（現状把握型分析）

• ステークホルダ全員で客観的事実をベースにしながら、以降の議論ができる
ようにするための工程。

• ベースとなる客観的事実を押さえずに、想定や仮定に基づいて解決策を検討
すると、想定と現実のズレがあった場合には効果的な解決策にならないため、
必須のプロセスとなる。

30-50代男性をターゲットとした
サイトコンセプトやメッセージ配信

広告代理店がいくら素晴らしい
サイトコンセプトやメッセージを作っても、
そもそも顧客像が誤っていたら効果が出ない

真のサービス購入者層
Z世代
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パターン２：意思決定の高度化

課題特定（仮説検証／探索型分析）

•やること：
問題や物事の要因・メカニズムを解き明かす（主にクロス分析）

（場合によってはAI利用も）
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パターン２：意思決定の高度化

課題特定（仮説検証／探索型分析）

• なぜそういう現状となっているのかのメカニズムを解き明かす。
• メカニズムを理解した上で解決策を検討しないと、真因を突いた解決策になら

ないため、解決策を実施しても効果が薄くなる可能性が高い。
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パターン２：意思決定の高度化

解決策の検討（検討時の根拠を作るための分析）

•やること：
施策の具体（方法や条件）を根拠を持って決める

アップセル
パターン

人数

©2025 Toshinori Kawai  All Rights Reserved.                                                                                  36



パターン２：意思決定の高度化

解決策の検討（検討時の根拠を作るための分析）

• 解決策の決定とその解決策の具体を詰めるために、分析でその根拠を導き出す。
• 例えば、MAツールを導入すると決めても、どのセグメントにどんなメッセージ

を送るかを決める必要があるが、そのインプットとなる材料（根拠）を出す。

アップセルパターン

価格

いきなり価格最上位の商品Fを全員にメールでレコメンドしても、
普段商品Aを買っている人には効果が無い。
普段商品Aを買っている人にはまず商品Cをメールでレコメンドすべき。
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パターン２：意思決定の高度化

解決策の検討（検討時の根拠を作るための分析）

•やること：
施策を決めて実行する

レコメンドエンジンのような
AIを使う場合もあれば・・・

分析の結果、アナログな施策の方
がよいとなればそれでも構わない
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パターン２：意思決定の高度化

解決策の効果検証

•やること：
とにかく可視化＋メカニズムの考察
良かろうが悪かろうが必ず振り返って、次につなげる
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パターン２：意思決定の高度化

解決策の効果検証

今後の改善に向けての動き
仮説をもとに各種施策を検討・実行し、どう効果が変わるかを評価。
OK／NGの原因推測まで行い、今後の販促施策の改善に活かす。

普段のベース値
開封率 10%

効果比較
施策１
開封率 20%

⇒効果的な通知施策（→継続）

施策２
開封率 3%

⇒効果なし（→とりやめ・見直し）

なぜ？
(原因考察)

配信対象としたエリアが
ミスマッチだったようだ

木曜昼間という配信時間
帯が良かったようだ

• 解決策が適切だったかの検証を行う。
• 検証（＝測定＋原因考察）を繰り返すことで知見が溜まり、より効果的な施策が
打てるようになっていく。
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改めて、データ分析・AIでできること

データ分析・AIできること

パターン１：
業務の自動化
(=コンピュータ革命の延長)

パターン２：
意思決定の高度化

両パターンとも、及びパターン２のどの工程でも、
データ分析・AIが登場する！
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改めて、データ分析・AIでできること

両パターンとも、及びパターン２のどの工程でも、
データ分析・AIが登場する！

（長所）データ分析・AIはいろんなシーンで使える
汎用性の非常に高い技術

（短所）一口にデータ分析・AIと言っても、
どのパターン・どの工程のことを指しているか
頭の整理ができていないと混乱する
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改めて、データ分析・AIでできること

データ分析・AIできること

これで頭の整理ができたのでは？

パターン１：
業務の自動化
(=コンピュータ革命の延長)

パターン２：
意思決定の高度化
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３．データ分析って効果出るの？
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データ分析って効果出るの？（定量的理解）

出ます！

出典：総務省「令和2年 情報通信白書」
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データ分析やってないけど・・・

データ分析してないけど

日常業務は回していけている

→人間の勘と経験はスゴイから

それはなぜか？
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データ分析やってないけど・・・

分析結果報告のクライアントの反応

やっぱりそうだよね →報告の8割
（＝勘と経験でも推測できる事実）

意外な気づきだった →報告の2割
（＝データから初めて分かる事実）
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データ分析やってないけど・・・

勘と経験だけでも8割は当たる！

なので、データ分析無しでも

それなりにやっていける
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データ分析って効果出るの？（定性的理解）

どちらのスロット台に座る？

スロット台A

2%の確率で、100コイン獲得

スロット台B

3%の確率で、100コイン獲得

⇒スロットBしかあり得ないだろう

1000回も回し続けたら大きな差になっているだろう
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データ分析って効果出るの？（定性的理解）

80%は当たる従来通りの勘と経験だけでやるのか？

それとも、

データ分析を使ってこの80%を1%でも高くしていくのか？

⇒5年後10年後には大きな差に！
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データ分析って効果出るの？（定性的理解）

ビジネスの基本は

「選択と集中」

1%でも可能性の高い方にかける
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４．おわりに
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まとめ１（ビジネストランスレーターが足りていない）

経営者・現場担当者
ビジネス課題をよく知る
（でも分析やAIはよく分からない）

データサイエンティスト
分析手法やAI技術に詳しい
（でもAIで解くべきビジネス

課題を知らない）

ビジネス
トランスレーター

PythonだAIだの、ずっと
いわば大工を育成してきた

DS業界では設計士にあたる
人材を育成してこなかった
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まとめ２（データ分析・AIできることの整理）

データ分析・AIできること

パターン１：
業務の自動化
(=コンピュータ革命の延長)

パターン２：
意思決定の高度化
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まとめ３（ビジネス基本－1%でも高い方に!を分析で）

80%は当たる従来通りの勘と経験だけでやるのか？

それとも、

データ分析を使ってこの80%を1%でも高くしていくのか？

⇒5年後10年後には大きな差に！
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他にもまだまだある、データ分析・AIの諸論点

•データサイエンティストの「ビジネス力」のスキル獲得の
ために他に知っておくべきことは？

•データ分析で解くべき課題の見つけ方は？
•どの課題のときにどのAIを使えばいいの？
•いろんなグラフ（折れ線、箱ひげ図、相関図…）あるけど
どれ使えばいいの？

•現状把握型分析って何から始めればいいの？
•大量のグラフができたけど、どう解釈すればいいの？
•どう分析結果を報告書にまとめればいいの？

etc・・・

⇒拙著、お手に取って頂けますと幸いです・・・
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プロフィール

BIPROGY株式会社（旧 日本ユニシス株式会社）

市場開発本部 データ＆AI開発部

スペシャリスト 河合 俊典

著書

『ビジネス課題の発見と解決を導く─データ分析 成功のセオリー』

（リックテレコム、2025年4月刊行）

2008年〜2018年

システムエンジニアとして、システム開発を通じて様々な現場業務を経験

2019年〜現在

データサイエンティストとして、データ・AI活用のサービスを担当

⇒現場業務視点と技術視点の両方を持ち、その架け橋となるデータサイエンティスト

（＝ビジネストランスレーター）として活動中

https://www.ric.co.jp/book/data-sience/detail/2946
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Thank You!!
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